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松
阪
飯
多
農
業
共
済
事
務
組
合

一
部
事
務
組
合
よ
り

第
１
回
松
阪
飯
多
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会（
臨
時
会
）

　

○
専
決
処
分
の
承
認

家
畜
共
済
危
険
段
階
共
済
掛
金

標
準
率
等
の
設
定
に
つ
い
て

第
2
回
定
例
会 

6
月
21
日
～
24
日

補正予算決まる！
一般会計補正額　　1億4,061万2千円　

総額　 67億5,833万2千円　

平成23年度会計  補正予算

補正 議決結果 予算総額

一般会計 1億4,061万2千円 全員賛成 67億5,833万2千円

水道事業会計 9,443万6千円 
(収入のみ) 全員賛成

8億4,986万1千円 
収入のみなので当初予算
総額に変更はありません

下水道事業会計 51万7千円 全員賛成 11億710万円

○
多
気
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
員
賛
成

○
多
気
町
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

○
５
１
０
６
号(
色
太)

全
員
賛
成

○
多
気
町
基
本
構
想
に
つ
い
て

※
多
気
町
基
本
構
想
の
一
部
修
正
。

全
員
賛
成

○
平
成
22
年
度
多
気
町

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書

○
平
成
22
年
度
多
気
町

水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計

算
書

○
平
成
22
年
度
多
気
町
下
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

条
例
の一部
改
正

町
道
認
定
路
線
の

　
　
　
　
　
　
廃
止

多
気
町
基
本
構
想

報
　
告

陳
　
情

○
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

負
担
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
自

治
体
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳

情
書

継
続
審
査

○
国
保
国
庫
負
担
金
調
整(

減
額)

廃
止
を
求
め
る
自
治
体
意
見
書

採
択
を
求
め
る
陳
情
書継

続
審
査

○
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め

る
議
会
決
議・
意
見
書
採
択
の

お
願
い
に
つ
い
て

継
続
審
査
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（
総
務
税
務
課
長
）

教
育
集
会
所
は
未

検
査
で
あ
り
、
耐
震
等
も
考

え
地
区
と
話
し
合
い
検
討
す

る
。丹
生
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
対
応
は
、
丹
生
区
等
と
話

し
合
い
を
進
め
る
。

　

避
難
場
所
は
災
害
別
に

分
け
て
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
の
も
の
で
は
分
か

り
に
く
い
の
で
新
た
に
明
確

に
表
し
た
マ
ッ
プ
等
を
作
成

し
配
布
す
る
。

副
町
長
以
下
９
名

が
東
日
本
大
震
災

被
災
地
支
援
活
動
に
行
か

れ
た
が
、
今
後
の
当
町
防

災
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

（
副
町
長
）

防
災
計
画
の
見
直

し
は
も
と
よ
り
、
職
員
の
明

確
な
行
動
指
針
等
早
期
の

対
応
を
考
え
て
い
る
。

東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
が
３０
年

以
内
に
87
％
の
確
率
で
起

こ
る
と
予
想
さ
れ
大
災
害

が
考
え
ら
れ
る
。

　

町
長
の
決
意
で
、
大
災

害
へ
の
備
え
と
安
心
安
全

な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

考
え
を
聞
き
た
い
。

(

町
長)　

地
震
に
つ
い
て
は
震

度
に
よ
り
、
ま
た
、
風
水

害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度

職
員
を
配
備
し
対
応
し
て
い

る
。

全
体
的
に
は
、
日
頃
の
訓
練

に
よ
り
身
に
付
け
て
行
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
６
月

議
会
で
の
補
正
に
よ
る
、
シ

エ
ル
タ
―
設
置
費
・
家
具
固

定
具
費
補
助
を
設
け
取
り

組
ん
で
い
る
。

住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
補
強
工
事
補

助
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
を
尋
ね
る
。
そ
れ
と
、

中
央
構
造
線
上
に
あ
る
五

桂
池
を
含
め
た
町
内
の
溜

池
の
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

（
建
設
課
長
）

 

平
成
22
年
126
戸
が

診
断
を
受
け
2
戸
の
み
補

強
工
事
実
施
が
あ
っ
た
。
平

成
23
年
6
月
で
１
１
７
９
戸

が
診
断
対
象
で
あ
り
、
補

強
工
事
に
つ
い
て
は
戸
別
訪

問
し
事
業
推
進
を
図
る
。

　

溜
池
に
つい
て
は
規
模
に
よ

り
五
桂
池
を
含
め
13
の
池
を
、

地
震
後
状
況
に
よ
り
調
べて
い

る
。
他
の
池
に
つい
て
も
調
査

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

町
管
理
施
設
で
耐

震
構
造
が
不
明
の

ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
が

対
応
を
問
う
。
そ
れ
と
、

防
災
マ
ッ
プ
の
佐
奈
川
・
櫛

田
川
沿
い
に
指
定
さ
れ
て

い
る
、
一
時
避
難
所
が
浸
水

想
定
区
域
内
に
あ
る
が
対

応
を
聞
き
た
い
。

第
２
回
定
例
会　

8
人
が
一
般
質
問

はい！！

質問

防
災
行
政
の
取
り
組
み
は

前
川　
　

勝 

議
員  

員3
頁 

災
害
時
の
町
内
避
難
所
と
自

主
防
災
組
織
の
在
り
方
と
町

の
考
え
方
に
つい
て

小
林　

正
夫 

議
員  

員4
頁 

小
中
学
校
等
に
お
け
る

防
災
教
育
・
防
災
学
習
は

中
森　

一
秀 

議
員  

員4
頁 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
大
規

模
化
へ
集
約
の
弊
害
を
問
う

中
野　

正
宣 

議
員  

員5
頁 

東
日
本
大
震
災
、
今
後
の
被

災
地
支
援
を
ど
の
よ
う
な
方

針
で
進
め
て
い
く
の
か

西
川　
　

浩 

議
員   

員5
頁 

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

ま
ご
の
店
に
つ
い
て

西
村　
　

茂 

議
員 
員6
頁 

「
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
」実

施
変
更
の
経
緯
と
今
後
の
方
針
は

山
口　

英
子 

議
員  

員6
頁 

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つい
て

中
西　

敏
雄 

議
員  

員7
頁

　
6
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
6
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
質
問
者
は

8
人
で
、
防
災
、
環
境
、
福
祉
、
な
ど
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
の
取
り
組
み
は

日
ご
ろ
の
訓
練
が
重
要
と
考
え
る

答

前
川　

勝 

議
員

家庭用固定器具サンプル
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①
教
育
現
場
の
防

災
教
育
・
学
習
の

現
状
は
。

②
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

特
に
児
童
生
徒
の
登
下

校
時
、
園
児
の
送
迎
時

の
避
難
誘
導
、
保
護
者

へ
の
情
報
提
供
と
訓
練

の
実
施
は
。

③
各
現
場
緊
急
時
に
お
け

る
町
災
害
対
策
本
部
／

教
育
委
員
会
と
現
場
と

の
情
報
収
集
訓
練
の
在

り
方
は
。

④
各
現
場
段
階
で
の
防
災

学
習
や
訓
練
の
成
果
は
。

（
教
育
長
）

①
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
を
最
優
先
す
る
。

基
本
的
に
は
県
教
育
委

員
会
作
成
の「
防
災
の
手

引
」の
他
、
多
気
町
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
く「
災

害
発
生
時
の
学
校
の
初
期

対
応
マ
ニュ
ア
ル
」に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。

②
避
難
誘
導
は
基
本
的
に
は

一
時
的
に｢

安
全｣

な
場

所
へ
退
避
し
、
そ
の
後
自

宅
か
学
校
か
安
全
に
近

い
方
に
誘
導
す
る
。
学

校
に
避
難
し
た
場
合
は

「
出
迎
え
カ
ー
ド
」
を
使

い
保
護
者
に
引
き

渡
す
。

③
緊
急
時
の
保
護
者

へ
の
伝
達
は
、
町

防
災
無
線
、
緊

急
連
絡
メ
ー
ル
、

地
区
連
絡
網
、

各
校
H
P
を
活

用
す
る
計
画
で
あ

る
が
停
電
や
電
話

が
不
通
と
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
、

平
時
か
ら
保
護

者
と
の
共
通
理
解
や
確

認
な
ど
マ
ニュア
ル
の
整
備

を
更
に
進
め
る
。

④
各
学
校
で
は
、
地
震
や

火
災
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
一
年
に
２
～
３
回

と
、
予
告
な
し
訓
練
も

実
施
。
地
震
体
験
車
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
視
聴
覚
学

習
な
ど
訓
練
を
通
し
児

童
生
徒
は
落
ち
着
い
て

速
や
か
な「
自
分
を
守
る

行
動
」が
で
き
る
よ
う
に

な
って
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

給
食
の
現
状
と
対
応
は
！

中
森　

一
秀 

議
員

災
害
発
生
時
に
は
「
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
」
が
最
優
先

答
小
中
学
校
等
に
お
け
る
防
災
教
育
・

防
災
学
習
は

急げ！！　玄関から外へ（外城田小）

災
害
時
の
町
内
避
難
所
と
自
主
防
災
組

織
の
在
り
方
と
町
の
考
え
方
に
つ
い
て

地
震
、
風
水
害
時
な
ど
、
用
途
別
で

見
直
す

平
成
１９
年
3
月
に

策
定
さ
れ
た
防
災

計
画
に
添
っ
て
、
防
災
会

議
で
、
検
討
や
決
定
が
さ

れ
て
い
る
と
理
解
す
る
が
、

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

想
定
外
の
災
害
が
多
気
町

周
辺
で
生
じ
た
ら
、
町
民

の
生
命
、
財
産
は
守
れ
な

い
と
考
え
る
。
避
難
所
の

見
直
し
と
、
自
主
防
災
組

織
の
強
化
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

（
総
務
税
務
課
長
）

 

今
後
は
、
風
水
害
、

地
震
時
な
ど
用
途
別
で
区

分
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
な

る
よ
う
見
直
し
を
進
め
て
い

き
た
い
。

 

現
在
、
小
規
模
災
害
時
に

一
次
的
に
開
設
す
る
一
次
避

難
所
は
55
か
所
、
大
規
模

災
害
時
に
開
設
す
る
長
期

滞
在
可
能
な
二
次
避
難
所

が
17
か
所
、
風
水
害
時
の

臨
時
避
難
所
4
か
所
を
指

定
し
て
い
る
。
新
た
に
今
年

5
月
に
、
相
可
高
校
を
二

次
避
難
所
に

指
定
し
た
。

 

要
援
護
者
に

つ
い
て
は
、
町

で
把
握
し
て
お

り
、
現
在
女

性
消
防
隊
で

個
別
訪
問
し
て

い
る
。

 

自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
は
、

年
々
未
組
織
の

と
こ
ろ
の
立
ち

上
げ
を
行
っ
て

も
ら
って
お
り
、

今
年
度
は
、

自
主
防
災
組

織
等
を
対
象

と
し
た
避
難
所
運
営
に
係

る
取
組
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。

 

防
災
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
大

切
な
の
は
隣
近
所
と
の
絆
、

次
に
危
険
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
頂
く
こ
と
。
町
と
し

て
は
、
こ
こ
が
危
険
で
あ
る

と
い
う
情
報
の
提
供
を
し
て

い
き
た
い
。

答

小
林　

正
夫
議
員

自
主
防
災
訓
練
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多
気
町
は
、
同
規

模
の
宮
城
県
山
元

町
を
重
点
的
に
支
援
し
て

い
く
方
針
で
、
こ
れ
ま
で

２
回
、
職
員
を
派
遣
し
支

援
物
資
を
届
け
た
が
、
災

害
の
規
模
か
ら
復
興
に
は

長
い
年
月
が
か
か
る
。　

　

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

山
元
町
へ
の
支
援
を
続
け

て
い
く
の
か
、
ま
た
民
間

の
団
体
や
個
人
の
活
動
を

町
と
し
て
支
援
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

（
町
長
）

現
在
山
元
町
か
ら

支
援
要
請
は
無
く
、
県
か

ら
多
賀
城
市
へ
の
職
員
派
遣

要
請
が
来
て
い
る
の
で
、
県

の
要
請
に
基
づ
き
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
も

塩
釜
市
へ
職
員
２
名
を
９
日

間
派
遣
。

西
川　

浩 

議
員

　

６
月
２５
日
か
ら
２９
日
ま
で

保
健
師
１
名
を
陸
前
高
田

市
に
派
遣
。

　

民
間
、
個
人
の
活
動
支

援
に
つ
い
て
は
庁
内
で
協
議

し
前
向
き
に
考
え
る
。

福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
で
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を

今
考
え
直
す
時
期
に
き
て

い
る
。

　

公
共
施
設
の
省
エ
ネ
、

エ
コ
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
今
後
新

設
さ
れ
る
児
童
館
や
、
く

す
の
木
作
業
所
な
ど
、
改

修
さ
れ
る
給
食
セ
ン
タ
ー

の
給
湯
、
空
調
施
設
に
木

材
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す
る

ボ
イ
ラ
ー
等
の
導
入
を
考

え
ら
れ
な
い
か
を
問
う
。

（
町
長
）

太
陽
光
発
電
設

備
、
施
設
内
の
照
明
も
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
を
考
え
て
い
る
。

　

公
共
施
設
に
は
計
画
電

気
量
を
超
え
た
場
合
、
警

告
を
発
す
る
デ
マ
ン
ド
監
視

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
、

地
域
経
済
に
与
え
る
効
果

を
、
今
後
維
持
拡
大
し
て

い
く
に
は

脱
原
子
力
、
脱
化
石

燃
料
、
再
生
可
能
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入

れ
た
公
共
施
設
を

太
陽
光
発
電
等
で
省

エ
ネ
エ
コ
な
公
共
施
設

答

県
の
要
請
に
応
じ
る
形
で

支
援
し
て
い
く

答
東
日
本
大
震
災
、
今
後
の
被
災
地
支
援

を
ど
の
よ
う
な
方
針
で
進
め
て
い
く
の
か

被
災
地
の
復
旧
支
援

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
大
規
模
化
へ

集
約
の
弊
害
を
問
う

天
啓
に
公
設
公
営
で
一
個
所
設
置
に

ご
理
解
を

答

中
野　

正
宣 

議
員

勢和キッズハウス

児
童
館
を
1
億

6
千
万
円
の
予
算

で
建
設
し
町
内
に
あ
る
学

童
保
育
を
一
本
化
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
学

童
保
育
は
校
区
内
に
設
置

し
活
動
出
来
な
け
れ
ば

保
護
者
や
児
童
に
負
担

が
増
え
、
ま
た
、
大
規

模
化
は
子
供
た
ち
に
弊
害

が
生
じ
事
故
や
怪
我
が

増
え
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
鈴
木
三
重

県
知
事
は
校
区
内
に
作

る
べ
き
と
明
言
さ
れ
て
い

る
、な
ぜ
集
約
す
る
の
か
。

　

勢
和
キ
ッ
ズ
は
改
修
費

28
万
円
ほ
ど
で
発
足
し
保

護
者
は
喜
ん
で
い
る
が
、

合
併
支
援
道
路
は
今
だ
未

改
修
で
の
学
童
保
育
の
一

本
化
に
、
勢
和
地
域
の
保

護
者
は
困
惑
し
て
い
る
が

ど
う
思
う
か
。

　

新
し
い
学
童
保
育
施
設

へ
の
児
童
の
送
迎
、
プ
ー

ル
の
使
用
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

本
来
の
児
童
館
と
し
て

の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

は
。

(

町
長
）

 

こ
の
施
設
に
取
り

組
ん
だ
要
因
の
一つ
に
公
設

公
営
で
の
運
営
で
あ

り
、
児
童
厚
生
員
の
配

置
そ
し
て
、
障
が
い
児

や
延
長
を
希
望
す
る
子

供
た
ち
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。
送
迎
に
つ
い
て

は
各
学
校
へ
低
学
年
・

高
学
年
に
分
け
迎
え
に

行
き
、
帰
り
は
保
護
者

に
施
設
へ
迎
え
に
来
て

い
た
だ
く
。
そ
し
て
、

勢
和
キ
ッ
ズ
を
残
す
要

望
が
あ
れ
ば
協
議
を
す
る

が
公
設
公
営
は
難
し
い
。

（
町
民
福
祉
課
長
） 

厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
児
童
の
上
限
を
定
め

て
い
る
、
当
面
50
人
～
60
人

を
想
定
し
、
ク
ラ
ス
編
成
は

11
人
～
12
人
と
し
一
人
の
指

導
員
を
付
け
る
、ま
た
、プ
ー

ル
利
用
に
つ
い
て
は
施
設
の

関
係
も
あ
り
保
護
者
と
相

談
し
利
用
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

児
童
館
に
つ
い
て
は
今
回
学

童
保
育
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
建
設
す
る
が
子

育
て
の
総
合
支
援
と
言
う

形
で
、
子
供
に
関
す
る
全
て

を
集
約
し
た
い
。
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高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

ま
ご
の
店
に
つ
い
て

多
気
町
の
発
展
と
振
興
の

チ
ャ
ン
ス

小
さ
な
店
で
あ
る

が
大
き
な
希
望
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
、「
ま

ご
の
店
」
は
、
計
り
知
れ

な
い
多
気
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
商
工
会
と
の

つ
な
が
り
や
、
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
な
方
向
で
、

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
。

（
町
長
）

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
日
本
全
国
に
知
ら
れ
て

い
る
相
可
高
校
の
調
理
実

習
施
設
で
あ
り
、
目
指
す

学
校
像
に
、「
夢
を
か
な
え
、

地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
」

と
掲
げ
ら
れ
、
地
域
と
連

携
を
し
た
取
り
組
み
を
こ

れ
ま
で
さ
れ
て
お
り
、
多

気
町
の
活
性
化
に
と
っ
て

も
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。

　

地
元
の
商
工
会
に
は
、
食

べ
歩
き
、
う
ま
い
も
の
マ
ッ

プ
等
、
ぜ
ひ
地
元
商
工
会

の
商
品
も
よ
り
多
く
売
れ

る
よ
う
に
お
願
い
し
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
店
に
、
土
産
物

コ
ー
ナ
ー
も
で
き
、
高
校
生

レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ー
ル
の
貼

り
付
け
だ
け
で
も
売
れ
行

き
に
差
が
あ
り
、
多
気
町

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
歴

史
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
も
、
取
り
組
み
た
く
、

多
気
町
の
発
展
・
振
興
は
、

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
と
と
も

に
歩
ん
で
い
き
た
い
。

（
ま
ち
の
宝
創
造

特
命
監
）

　

今
回
の
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
機
会
も
十
分
に

活
用
し
な
が
ら
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
語
り
部
、
母

子
福
祉
会
の
皆
さ
ん
と
か
、

た
く
さ
ん
の
方
々
と
一
緒
に

な
っ
て
多
気
町
を
盛
り
上
げ

て
、
協
働
し
て
い
き
た
い
。

※
「
ま
ち
の
宝
創
造

特
命
監
」
と
は

　
　

多
気
町
に
は
、
ま
だ

ま
だ
素
晴
ら
し
い
、
人
、

モ
ノ
、
歴
史
、
自
然
、

心
、
習
慣
な
ど
多
く
の

地
域
資
源
が
眠
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
素

晴
ら
し
い
地
域
資
源
を

発
掘
、
発
見
し
、
そ
れ

ら
を
磨
き
あ
げ
た
り
組

み
合
わ
せ
た
り
し
て「
地

域
の
宝
」と
し
て
輝
か
せ

て
い
き
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
在
は
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を「
エ

イ
チ（
英
知
）プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
位
置
付
け
、
自

転
車
文
化
の
振
興
や
多

気
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当

す
る
の
が
、「
ま
ち
の
宝

創
造
特
命
監
」で
す
。

答

西
村　
　

茂 

議
員

近
年
の
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査

（
以
下
「
学
力
テ
ス
ト
」）

方
式
の
変
更
に
よ
り
、
テ

ス
ト
不
参
加
な
ど
町
の
対

応
に
変
化
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
経
過
と
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取

り
組
む
の
か
。
新
た
に「
標

準
学
力
検
査:

Ｃ
Ｒ
Ｔ
」
と

「
ア
ン
ケ
ー
ト
検
査:

Ｑ
―

Ｕ
」
ま
た
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
行

動
プ
ロ
セ
ス
）
サ
イ
ク
ル
」

方
式
に
変
更
し
た
そ
の
経

緯
と
根
拠
を
伺
い
た
い
。

　

こ
の
新
し
い
取
り
組
み

の
根
拠
は
、
町
の
学
力
向

上
推
進
委
員
会（
以
下「
向

上
委
員
会
」）の
協
議
結
果

な
の
か
。（

教
育
長
）

学
力
テ
ス
ト
の
調

査
方
法
で
悉
皆
か
ら
抽
出

に
変
っ
た
こ
と
で
各
学
校

長
と
相
談
・
検
討
を
行
な
っ

た
。
大
切
な
こ
と
は
全
児

童
生
徒
の
学
力
を
い
か
に

向
上
さ
せ
て
い
く
か
に
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
学
力
の

実
態
を
把
握
し
課
題
を
明

確
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
。
そ
の
方
法
と
し
て

全
て
の
学
年
の
検
査
を
実

施
で
き
る
Ｃ
Ｒ
Ｔ
を
選
択

し
併
せ
て
Ｑ
―
Ｕ
を
毎
年

度
実
施
し
て
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
確
か
め
な
が
ら

よ
り
よ
い
学
習
に
取
り
組

む
。
す
で
に
Ｃ
Ｒ
Ｔ
と
Ｑ

―
Ｕ
の
検
査
は
全
校
で
実

施
済
み
で
あ
る
。

　

こ
の
様
に
計
画
立
案

（
Ｐ
）
―
実
行(

Ｄ)

―
評

価
検
証（
Ｃ
）―
改
善
行
動

（
Ａ
）の
サ
イ
ク
ル
を
毎
年

度
繰
り
返
す
こ
と
を
通
し

て
学
力
を
向
上
さ
せ
て
い

く
取
り
組
み
を
、
継
続
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

向
上
委
員
会
の
協
議
結

果
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、

小
中
学
校
長
代
表
各
１

名
、
小
中
学
校
職
員
代
表

各
１
名
、
郡
指
導
主
事
１

名
、
町
教
育
委
員
会
事
務

局
３
名
で
、
そ
の
活
動
は

町
全
体
の
検
査
結
果
を
分

析
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
の
強
み
・
弱
み
あ
る
い

は
課
題
を
集
約
整
理
し
た

上
、
各
校
の
改
善
経
営
計

画
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

山
口　

英
子 

議
員

町
内
全
て
の
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
に
、
新
し
い
検
査
方
式
の

取
り
組
み
へ

答

「
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
」
実
施

変
更
の
経
緯
と
今
後
の
方
針
は
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火
葬
場
問
題
調
査
検
討
特
別
委
員
会
報
告

　

本
委
員
会
は
、
前
火
葬

場
建
設
委
員
会
が
建
設
に

向
け
、
順
調
な
流
れ
の
中

委
員
会
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
町
長
交
代
で
久
保

町
長
と
な
り
、「
任
期
中
は

火
葬
場
建
設
に
取
り
組
ま

な
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
必
要
性
は
あ

る
と
の
説
明
を
受
け
、
火

葬
場
建
設
に
対
し
て
火
を

消
さ
な
い
た
め
に
も
、
火
葬

場
問
題
調
査
検
討
特
別
委

員
会
の
設
置
と
い
う
経
過

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
委
員
会
の
開
催

数
回
、
近
隣
の
火
葬
場
視

察
等
進
め
る
中
、
勢
和
地

域
の
勢
和
斎
場
の
改
修
工

事
も
済
み
、
意
見
と
し
て

満
足
の
い
く
も
の
で
あ
る
こ

と
や
、
松
阪
市
と
の
行
政

間
で
の
お
願
い
事
は
問
題
が

発
生
し
た
時
地
元
優
先
と

な
り
、
細
部
に
わ
た
り
調

印
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
で

は
な
い
か
。
災
害
時
に
備

え
、
松
阪
市
と
の
関
係
等

他
ま
か
せ
で
い
い
も
の
か
ど

う
か
。

　

近
隣
市
町
は
各
自
治
体

で
火
葬
場
の
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
多
気
町
も
今
後

必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
営
ま
た
は
民
間
で
の
設

置
も
視
野
に
入
れ
、
本
委

員
会
は
引
き
続
き
前
向
き

な
調
査
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し

ま
す
。

本
年
度
よ
り
小
学

校
５・
６
年
生
を

対
象
に
英
語
教
育
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
教
育

現
場
で
の
混
乱
は
な
い
か

伺
い
た
い
。

①
教
師
の
ス
キ
ル
は
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
教
師
の
負
担
は
相
当

大
き
な
も
の
が
あ
る

と
思
う
が
管
理
者
の

フ
ォ
ロ
ー
は
し
っ
か
り

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
民
間
の
専
門
教
師
の

派
遣
要
請
は
し
て
い
る

の
か
。

④
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

く
授
業
を
受
け
て
い
る

の
か
。（

教
育
長
）

４
点
に
つ
い
て
質
問

い
た
だ
い
た
が
、
本
年
度

か
ら
の
外
国
語
活
動
に
つ

い
て
は
、
移
行
期
間
の
２

年
で
中
核
と
な
る
教
員
を

中
心
に
年
３０
時
間
研
修
を

受
け
、
ま
た
先
進
校
の
講

師
や
指
導
主
事
を
招
き
研

修
会
を
実
施

し
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
き

た
。

　

学
習
指
導

要
領
で
は
担

任
が
外
国
語

を
指
導
す
る

こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
専

門
講
師
の
派

遣
は
行
っ
て
い

な
い
。
ま
た

国
際
交
流
員

（
C
I
R
）

に
よ
る
支
援
や
い
ろ
い
ろ
な

教
材
を
使
い
、
担
任
に
対
し

て
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し
っ
か
り
な

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

は
楽
し
く
学
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

英
語
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
や
態
度
を

育
て
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る

答

中
西　

敏
雄 

議
員
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大
震
災
被
災
地
を

　

見
た
議
員
の

　
　
　
　

つ
ぶ
や
き

【
出
張
報
告
書
か
ら
抜
粋
】

★
現
地
に
来
て
全
体
を
見
た
。

　

地
形
の
あ
り
方
を
目
の
当
た

り
に
し
て「
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
」。

　

こ
の
体
験
を
生
か
し
た
い
。

★
長
い
海
岸
線
の
広
大
な
土
地

を
今
後
如
何
に
復
興
さ
せ
る

か
。
改
め
て
自
然
の
猛
威
を

痛
感
し
た
。
自
然
の
力
を
軽

視
す
べ
き
で
な
い
。

★
常
磐
線
の
駅
の
惨
状
を
見
て
、

残
っ
て
い
た
の
は
ホ
ー
ム
と
駅

舎
の
鉄
骨
の
み
。
ど
こ
が
線

路
か
！
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を

実
感
し
た
。

★
改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
の
現

実
を
知
っ
た
。
奉
仕
作
業
に

被
災
宅
の
子
供
が
一
緒
に
汗
を

流
し
て
く
れ
た
。
支
援
活
動

最
大
の
意
味
は
絆
。

★
役
場
職
員
の
顔
は
快
活
な
表

情
だ
っ
た
。
生
き
る
力
は
家

族
を
愛
し
、
育
っ
た
地
域
を

大
切
す
る
こ
と
。
災
害
に
立

　

本
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た

未
曾
有
の
大
地
震
と
大
津
波
は

原
発
事
故
を
誘
発
し
、
東
北
地

方
に
多
く
の
犠
牲
者
と
家
屋
施

設
な
ど
の
財
産
そ
し
て
農
地
、
工

業
、
観
光
な
ど
多
方
面
に
わ
た

り
無
残
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

不
幸
に
も
、
尊
い
生
命
を
亡

く
さ
れ
た
方
々
に
、
謹
ん
で
哀
悼

の
誠
意
を
捧
げ
ま
す
。　

　

多
気
町
議
会
で
は
、
こ
の
大

災
害
の
被
災
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見

聞
・
検
証
し
、
今
後
の
多
気
町

防
災
行
政
の
施
策
に
活
か
そ
う

と
、
議
員
提
案
と
し
て
本
会
議

で
採
択
さ
れ
議
員
派
遣
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
議
員
と
し
て
少
し
で
も

自衛隊（愛知）が活躍！！（山元町役場）

訪
れ
、
同
町
の
佐
藤
晋
也
議
長

と
事
務
局
長
の
出
迎
え
を
受
け
、

当
町
の
西
川
清
嗣
議
長
か
ら
議

員
等
よ
り
託
さ
れ
た
義
援
金
と

支
援
物
資
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
復
旧
復
興
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
義
援
金
と
支
援
物
資

を
現
地
に
お
届
け
し
、
併
せ
て
奉

仕
活
動
を
行
な
う
べ
く
、
は
る
か

東
北
・
宮
城
県
山
元
町
に
向
か
っ

た
の
で
し
た
。

　

山
元
町
を
支
援
先
に
選
ん
だ

の
は
、
人
口
規
模（
約
１
万
５
千

余
人
・
５
千
世
帯
）や
地
勢
・
産

業
構
成
な
ど
が
類
似
し
て
い
る
点

や
こ
れ
よ
り
前
に
多
気
町
か
ら
山

下
副
町
長
を
団
長
と
す
る
支
援

団
員
が
２
回
ほ
ど
こ
の
町
の
復
旧

に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
理

由
で
す
。
こ
の
津
波
に
よ
り
三
陸

沿
岸
か
ら
山
の
手
ヘ
の
ほ
と
ん
ど

の
家
屋
が
流
出
、
学
校
・
駅
舎

広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
壊
滅

的
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
犠
牲
者
は
、
行
方
不
明

者
を
含
め
７
百
名
を
数
え
ま
し

た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
議
員
団
は
、
７

月
８
日
早
朝
、
町
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
駆
っ
て

７
０
０
㌔
の
高
速
道

を
ひ
た
走
る
こ
と
12

時
間
、
ま
ず
皆
の
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た

の
は
仙
台
空
港
周
辺

で
高
く
積
み
上
げ
て

あ
る「
ガ
レ
キ
の
山
」と

「
自
動
車
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
山
」で
、
見
渡
す

限
り
そ
の
一
帯
は
広
大

な
荒
れ
野
原
ば
か
り
。

　

津
波
の
威
力
を
肌

で
感
じ
た
一
瞬
で
し

た
。

　

翌
日
早
朝
、
目
的

地
の
山
元
町
役
場
を

【
東
日
本
大
震
災
３
・
11
】―
被
災
地
見
聞
報
告
―

　
　
＝
宮
城
県
山
元
町・仙
台
空
港
周
辺
＝

（
平
成
23
年
7
月
8
日
～
10
日
）

大
き
な＜

絆＞
と
共
に力強

く
復
興
へ
！

山元町

仙台空港
宮城

岩手

福島
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ち
向
か
う
精
神
力
だ
。

★
田
ん
ぼ
の
中
に
漁
船
が
傾
い
て

い
た
。
災
害
の
大
き
さ
に
目

を
見
張
っ
た
。
こ
の
家
に
祖
父

が
住
ん
で
い
た
け
ど
流
さ
れ
た

と
子
供
の
談
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
こ
と

は
行
政
の
手
が
届
か
な
い
こ
ぼ

れ
落
ち
る
支
援
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
も
の
。
広
域
的
な
地
域

の
繋
が
り
が
大
切
。

★
今
回
の
活
動
に
参
加
し
、
災

害
発
生
時
に
は
、
公
助
を
あ

ま
り
期
待
し
な
い
で
、
自
助
、

共
助
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て

学
ん
だ
。

★
中
浜
小
学
校
は
指
定
の
避
難

所
が
時
間
的
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
。
屋
根
裏
に
逃
れ
て

全
員
無
事
だ
っ
た
が
机
上
の
プ

ラ
ン
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

★
町
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
へ
の
被
害

が
甚
大
。
大
津
波
が
町
の
存

在
を
消
し
去
っ
た
。
人
も
動

物
も
家
も
駅
も
自
動
車
も
イ

チ
ゴハ
ウ
ス
も
！　

　
　
　
　
　

<

掲
載
順
不
同>

ち
な
み
に
支
援
物
資
は
コ
メ
・
生

活
道
具
・
ハ
エ
捕
り
紙
な
ど
被
災

地
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
も
の

を
選
び
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
同
町
議
会
の
計

ら
い
で
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
地

域
を
伊
藤
議
員
の
案
内
で
視
察
、

車
窓
か
ら
の
痛
々
し
い
風
景
に
た

め
息
を
吐
き
つ
つ
被
災
地
の
土
の

上
に
立
ち
、
同
議
員
か
ら
災
害
の

瞬
間
の
話
に
耳
を
傾
け
る
多
気

町
議
員
の
想
い
は
お
そ
ら
く
複
雑

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
中
浜
小
学
校
は
海
岸

山元町役場

ボランティアセンター

伊藤議員から真剣に話を聴く

か
ら
わ
ず
か
な
距
離
に
あ
り
、

大
津
波
が
押
し
寄
せ
た
短
時
間

に
３
階
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
さ

せ
、
奇
し
く
も
「
全
員
が
無
事
」

だ
っ
た
こ
と
の
説
明
を
聴
き
、
極

端
な
表
現
な
が
ら
学
校
の
避
難

誘
導
の
判
断
の
時
間
差
が
生
死

を
分
け
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
午
後
、
山
元
町
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
指
示
に
よ
り
町
南
部
の

山
寺
地
区
に
移
動
、
新
し
い
母

屋
は
残
っ
た
が
、
住
宅
兼
納
屋
は

津
波
で
跡
形
が
無
く
な
っ
た
と
い

う
「
斎
藤
」
さ
ん
宅
敷
地
の
跡
片

付
け
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
両

親
は
留
守
で
し
た
が
、
男
兄
弟
３

人（
小
中
高
生
？
）
も
作
業
に
加

わ
っ
て
議
員
た
ち
と
の
話
も
繋
が

り
「
ひ
と
つ
の
絆
」
が
生
ま
れ
た
、

い
い
奉
仕
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
被
災
地
訪
問
で
は
、

議
員
一
様
に
、

「
震
災
の
状
況
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

来
て
見
て
よ
か
っ
た
」

「
我
が
町
の
防
災
計
画

　

な
ど
施
策
に

活
か
さ
な
け
れ
ば
！
」

と
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま

し
た
。（
各
議
員
の「
つ

ぶ
や
き
」の
小
欄
も
読
ん

で
く
だ
さ
い
。）　

　

完
全
復
旧
・
復
興
そ

し
て
郷
土
再
生
ま
で
に

は
長
い
歳
月
が
必
要
で

あ
り
、
継
続
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
人
海
作
戦

が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
、
所
用
で
参
加

で
き
な
か
っ
た
議
員
諸

氏
の
後
方
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
各
方
面
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
、
議
会
よ
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
、
現
地
か
ら
の
報
告
を
締
め

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　（

編
集
子
）
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がんばろう東北！！

バスから物資を降ろす

支援物資を前に
佐藤議長と

（右から二人目）

―山元町復興へ―

希
望

作業を終えて
パチリ！！

手伝ってくれた
斎藤さんの子ども

たち
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がんばろう東北！！

ポツンと残った山元町総合案内板

無残な自動車のスクラップの山

撤去の進まないガレキの山

内陸まで流れ着いた福島の漁船

跡形の無い
駅舎とホーム

ハウスの横に流れ着
いた船の残がい

津波で打ち上げられた車とガレキ

東日本大震災の
　　    　現場から

形がなくなった
大型農機

中浜小学校の体育館内部



1日
3日
5日
5日
12日
18日

議会広報特別委員会
県議長会定期総会
戦没者追悼式
教育民生常任委員会
火葬場問題調査検討特別委員会
議会広報特別委員会

8月　August

5月　May

9日

12日

16日

17日～
18日

17日

三重県町村議会議長会理事会

火葬場問題調査検討特別委員会

松阪飯多農業共済組合議会

第３６回
全国町村議会議長・副議長研修会

自治体議員研修

次回定例会の予定

《
開
催
日
時
》

　
　

平
成
23
年
第
3
回
定
例
会

　
　

9
月
27
日
（
火
）
午
前
9
時
か
ら
（
予
定
）

《
開
催
場
所
》

　
　

庁
舎
２
階　

本
会
議
場　
　
　

一
日
目
の
町
長
の
提
案
理
由
説
明
ま
で
と
、
一
般
質
問

の
様
子
は
多
気
町
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
生
放
送
し
ま
す
。

ま
た
一
般
質
問
は
録
画
放
送
も
し
ま
す
。

　

放
送
日
時
等
は
、
決
ま
り
次
第
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6日

8日～
10日

19日
22日
22日

議会広報特別委員会

東日本大震災復興支援活動

議会運営委員会
議会広報特別委員会
県議長会理事会

7月　July

　災害についてこんなに真剣に考えさせられたのは初めて
である。天災ばかりでなく、人災も加わり、今回の被害
の大きさは計り知れないものとなってしまった。地震、津
波、それに原発。結局、安心・安全で平和利用とされ
てきた原子力発電が、１番不安で恐ろしいものとなった。
行先不透明なそんな折、もう１つの風が吹いた。
　女子サッカーの「なでしこジャパン」が優勝！金メダルを胸
にした。「あきらめない」という強い精神がそうさせたと聞い
た。
　私たちが応援に行った“山元町”の復興精神は、「心をひ
とつに」と書かれてあった。
　２つの言葉が、深く心に響いた。

（Ｍ.Ｎ）
議会事務局　ＦＡＸ（３８）１１４０　E-mail gikai@town.mie-taki.lg.jp

6月　June
6日
13日
21日～
24日

火葬場問題調査検討特別委員会
議会運営委員会

第2回定例会


